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銀
行
法
左
銭
症
法

。
照参

事
坤
の
銀
行
法
た
る
べ
き
も
の
は
民
岡
二
十
年
三
月
二
十
六
日
立
法
院
を
通
過
し
て
ゐ
る
。
己
れ
は
同
日
図
民
政
府
に
沿
い
て
公
鵬

布
さ
れ
た
も
白
で
あ
る
が
、
そ
の
施
行
期
日
は
未
定
の
ま
ま
で
あ
っ
ち
従
っ
て
同
法
白
意
闘
す
る
と
己
ろ
は
右
の
ま
ま
で
は
質
現
f
蜘行銀理管期時常

ト

F49
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年九十一一間民

は
し
な
か
勺
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
第
山
僚
に
は
次
白
如
く
い
ム
て
ゐ
る
。

f

銀
行
法
第
一
保
凡
瞥
左
列
業
務
之
一
者
・
銘
銀
行

一
、
位
受
存
款
及
放
款

二

、

栗

擦

貼

現

=
一
、
臨
党
或
押
匪

替
前
項
業
務
之
)
、
而
不
稽
銀
行
者
、
融
同
銀
行

ζ

の
銀
行
法
一
に
上
れ
ば
、
(
ご
現
金
及
び
貸
付
、
(
二
)
手
形
割
引
、
〔
二
一
)
矯
替
或
は
荷
潟
替
の
一
を
倍
白
も
の
が
銀
行
と
い
ふ
と

と
に
怠
る
。
而
し
で
そ
れ
は
銀
行
と
稀
せ
ざ
る
も
白
に
た
い
て
も
銀
行
と
同
硯
さ
れ
る
を
建
前
と
す
る
も
C
で
あ
る
。

E
れ
に
つ
い

て
は
受
信
及
び
授
信
業
務
を
集
替
と
す
る
を
要
件
と
す
る
と
と
、
卸
ち
信
周
波
替
機
闘
を
建
前
と
し
た
修
改
白
申
請
が
提
起
さ
れ
た

も
由
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
他
自
機
舎
に
譲
る
乙
と
に
じ
て
、

E
ζ

で
は
弐
の
槻
賄
に
問
題
を
制
約
す
る
。

右
白
銀
行
訟
に
上
る
時
は
前
掲
業
務
D
7
E替
む
も
の
は
皆
銀
行
と
な
る
b
け
で
あ
っ
て
、
該
誌
の
取
締
を
受
け
る
と
と
に
た
る
。

銭
挺
業
自
機
構

第
五
十
四
巷

祭

壇

四
七

F、
五

。



鶴

蕗

柴

田

機

構

第
五
十
四
番

そ
れ
は
銀
行
と
稽
せ
ざ
る
も
の
に
つ
い
て
も
銀
行
と
看
ら
れ
る
こ
と
に
た
る
か
ら
、
/
大
小
銀
行
は
閏
よ
り
銀
誠
、
鎖
症
等
の
各
様
式

白
金
融
機
関
も
均
し
く
該
法
の
規
定
陀
主
っ
て
耕
理
せ
ら
れ
る
。
己
と
に
沿
い
て
各
地
銀
班
業
よ
り
該
規
定
を
接
受
せ
ざ
る
態
度
に

向
で
、
政
府
に
呈
請
す
る
に
別
に
錨
症
法
を
制
定
す
ベ
昔
を
以
で
し
た
。
そ
白
浪
曲
と
せ
し
と
と
ろ
は
弐
の
如
〈
で
あ
る
。
即
ち
銀

ノ

行
は
銭
涯
と
は
性
質
白
距
り
が
著
L
い
。
そ
の
顕
著
た
る
も
の
は
銀
行
は
株
式
、
有
限
で
あ
る
が
銭
班
は
合
彩
組
織
で
あ
る
か
ら
、

股
東
は
皆
無
限
責
任
を
負
ム
ロ
寅
際
上
農
工
商
業
資
本
が
そ
白
蓮
俸
に
不
足
す
る
時
は
鈍
蛙
D
信
用
放
款
に
依
擁
し
て
調
剤
を
溺
す

J

も
の
で
あ
る
ロ
ピ
」
れ
ば
有
も
銭
班
法
を
別
に
制
定
す
る
と
と
左
く
し
て
銀
行
法
中
に
附
属
す
る
に
語
い
℃
防
、
枇
合
金
融
を
牽
動
す

る
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
と
い
ふ
に
そ
の
主
た
る
理
由
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
繰
る
経
緯
に
つ
い
て
は
各
地
各
業
の
同
業
公
舎
も
亦
均

し
く
通
電
を
裂
し
て
、
銭
業
の
主
張
に
賛
同
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
営
時
立
法
院
白
部
元
仲
代
理
院
長
D
談
話
護
表
に
よ
れ
ば
政
府

は
己
白
事
項
年
封
じ
て
倫
考
慮
中
で
あ
る
と
の
程
度
に
と

E
ま
っ
て
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
支
那
側
に

h
h
て
も
次
の
如
昔
見
解
は
明
確

ι宥
在
し
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
。
銭
駐
が
そ
白
特
殊
の
立
揚
を
有
す
る
は
闘
よ
り
事
貨
と
は
す
る
が
、
特
に
銭
叶
眠
法
を
訂
定
す
る
の

必
要
ま
で
は
認
め
た
い
。
即
ち
銀
行
法
中
に
如
何
に
銭
躍
の
寅
際
K
適
合
す
る
規
定
を
挿
入
す
る
か
に
立
法
常
回
同
者
の
注
意
を
求
め

ん
と
し
た
こ
と
己
れ
で
あ
ゐ
叫

銀
行
法
白
公
布
に
際
し
て
特
に
銭
落
法
主
制
定
す
べ
し
と
す
る
態
度
は
法
規
上
は
営
然
漣
〈
べ
き
で
あ
る
。
併
し
問
題
仕
を
れ
主

要
求
せ
し
む
る
だ
け
に
銭
賠
業
の
地
位
に
特
異
乃
至
強
力
な
る
も
の
が
あ
り
、
特
に
鑓
取
法
を
設
け
・
?
と
し
て
も
銭
班
白
特
妹
立
場

、、

を
認
容
す
る
止
要
せ
し
程
銭
荘
業
の
存
在
に
は
大
昔
〈
一
顧
を
梯
は
泣
け
れ
ば
た
ら
ぬ
性
格
が
存
績
し
た
も
白
が
あ
る
。

ニ

銀

行

と
e

銭

嘉

J、
山
ノ、

第

量

回
11、

要
約
し
て
銀
行
と
鏡
藍
と
の
相
周
到
黙
を
比
較
宇
れ
ぽ
弐
の
如
音
も
白
で
あ
ら
う
。
先
づ
第
一
弐
に
い
は
れ
る
は
資
本
ι
構
成

ιつ
い

h--
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て
で
あ
る
。
銀
行
は
概
ね
有
限
責
任
在
る
も
銭
班
は
無
限
責
任
で
あ
る
o

併
し
乍
ら
企
業
経
替
の
護
建
過
程
に
徴
す
れ
ば
、
初
期
に
之

遡
る
程
無
限
責
任
に
よ
り
、
又
現
代
に
あ
っ
て
も
小
規
模
註
る
志
の
に
沿
い
て
は
無
限
責
任
に
よ
る
傾
向
多
き
も
由
で
あ
る
。
銭
斑
操

白
樫
は
無
限
責
任
と
い
ふ
も
「
調
資
」
の
み
で
は
た
く
「
合
資
」
も
あ
る
。
澗
資
は
裕
繭
た
る
資
産
者
白
一
人
出
資
に
よ
る
も
白
に
創指

偽

し
て
「
猪
股
銭
姫
」
と
稀
す
。
合
資
は
銭
癌
の
資
本
が
股
東
よ
り
集
め
ら
れ
る
も
の
で
「
合
股
銭
湛
」
と
い
ふ
o

濁
資
に
=
る
揚
合
は
上
満

多
か
ら
宇
し
て
、
合
資
?
に
よ
る
も
の
が
多
数
を
占
め
て
ゐ
る
。
そ
の
無
限
責
任
は
銭
荘
D
慣
行
に
従
へ
ば
股
束
は
按
股
分
塾
白
責
t

J

弘

一

旬

什

一

p
m
d

負
ふ
建
前
で
あ
り
、
そ
の
出
資
白
一
比
例
額
に
膝
宇
る
責
で
あ
っ
て
、
他
白
股
東
の
償
債
忙
代
る
も
巴
で
は
な
い
と
い
ふ
ロ
と
も
あ
れ
叫
出
向

費
本
に
つ
い
て
無
限
責
任
主
銭
斑
業
の
特
質
と
し
て
銭
斑
信
用
輩
闘
の
基
調
と
す
る
己
と
は
必
宇
し
も
必
要
と
ー
し
た
い
ー
で
あ
ら
か
。

P
M
M
削

匂

l

，

払

z
囲

蓋
し
支
那
側
の
金
融
機
関
に
た
い
て
、
儲
蓄
銀
行
法
に
徴
し
て
も
、
そ
の
第
三
保
は
股
伶
有
限
公
司
組
織
に
よ
る
設
立
を
建
前
と
じ
問
品

て
居
担
、
第
十
五
傑
に
た
い
て
葦
事
・
監
察
人
に
連
帯
無
限
責
任
を
と
ら
し
め
、
そ
り
信
用
堅
牢
左
る
を
闘
っ
て
ゐ
る
如
き
方
途
に
告
期
、
、

市
凡
過

出

づ

る

を

得

る

か

ら

で

あ

る

。

‘

高

闘

4
こ
揖
J

と
こ
に
銭
妊
白
資
本
に
長
け
る
考
慮
に
即
し
て
潤
費
と
合
費
の
別
、
而
し
て
無
限
責
任
股
東
組
織
に
よ
る
合
捗
企
業
白
性
質
を
有
い
第
立

す
る
を
一
瞥
じ
た
が
併
せ
て
資
本
白
大
小
に
よ
り
替
業
範
園
に
庚
狭
が
劃
さ
れ
る
を
一
周
す
る
己
と
が
出
来
る
。
上
海
白
銭
挺
は
資
担
空
白
羽

-
師
十

本
の
大
小
に
上
い
り
管
業
範
囲
の
庚
狭
に
五
種
の
等
級
が
あ
る
と
い
ム
ョ
↓
等
級
は
陸
劃
旋
で
あ
り
、
叉
大
同
行
と
も
い
ひ
、
上
海
銭
第
精
一
「

駐
の
主
慢
で
あ
る
。
睡
劃
妊
の
下
に
、
元
字
湛
泊
亨
字
荘
、
利
字
班
)
貞
宇
旋
白
四
等
級
が
あ
り
、
文
小
同
行
と
も
絹
し
て
ゐ
る
。
固
執
川
一
寸

搭
務
年

匪
劃
症
は
銭
躍
中
白
姐
楚
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
上
海
銭
業
中
勢
力
一
最
大
の
も
の
で
あ
る
。
陸
剖
駐
は

m
銭
業
公
合
加
入
白
銭
賠
同
耕
一
一

に
し
て
、
普
通
に
所
謂
上
海
袋
容
古
代
表
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
o

館
業
公
舎
に
加
入
す
る
を
入
閣
と
稀
し
、
入
国
せ
し
鏡
警
は
郎
駿
一
昨
人

ー
施
組
民

ち
隠
劃
症
で
あ
り
、
銭
業
公
曾
白
有
す
る
膳
劃
繍
舎
に
加
入
す
る

b
け
で
あ
る
。
帥
ち
直
接
に
匪
劃
綿
舎
に
参
加
す
る
と
と
に
困
つ

2
 

て
、
公
患
を
蛮
行
す
る
白
敢
に
、
己
白
銭
砿
叫
在
陸
劃
班
と
名
付
け
る
と
い
ふ
。

銭
駐
業
四
割
構

第
五
十
四
巻

F又

七

第
三
鵠

四
ブL



銭
襲
業
目
揖
構

第
三
棋

五
O 

帯
五
十
四
巻

-
Jへ，、

。
一
冗
字
続
銭
班
は
未
入
閣
白
も
U
で
あ
れ
旬
、
文
挑
打
止
と
も
い
ふ
。
そ
の
資
本
は
属
劃
媒
に
比
し
て
薄
弱
で
あ
り
、
そ
の
替
業
範
聞

も
狭
小
で
あ
る
。
直
接
陥
陸
劃
締
舎
に
参
加
し
て
臣
官
擦
白
交
換
を
な
し
得
た
い
も
の
で
あ
っ
て
、
票
擁
白
決
械
は
す
べ
て
匪
劃
斑
に

¥ペ

代
理
主
託
す
己
と
に
な
っ
て
ゐ
る
が
、
相
官
手
績
を
経
れ
ば
匝
問
調
綿
舎
に
加
入

ι振
替
決
済
の
一
様
利
を
享
受
す
る
己
と
が
出
来
る
。

因
み
に
己
の
種
銭
読
は
現
金
の
直
接
蓮
迭
に
営
る
と
と
多
き
も
の
で
あ
り
、
往
昔
制
銭
時
代
に
は
値
駆
量
買
な
り

L
を
以
て
決
済
白

度
に
、
機
司
が
包
装
し
、
担
荷
と
し
た
録
、
と
れ
を
挑
担
銭
班
と
い
ふ
こ
と
に
友
b
、
晋
話
回
説
停
に
よ
り
挑
訂
銭
班
と
た
っ
た
と

侍
ふ
。亨

宇
税
銭
府
も
未
入
閣
白
も
の
で
あ
り
、
小
挑
打
湛
或
は
開
門
挑
打
貯
と
も
い
ム
。
そ
の
資
本
乃
至
器
業
が
元
字
班
に
比
・
へ
て
相

具
す
る
。
日
々
の
決
消
は
多
く
は
隠
劃
斑
或
は
元
字
班
に
代
理
主
託
す
る
か
ら
、
陸
劃
蛙
或
は
元
字
班
白
附
属
班
に
類
す
る
。
日
中

既
に
他
殖
に
決
済
を
託
し
、
決
済
の
約
定
が
あ
れ
ば
日
中
に
騨
迭

T
る
に
よ
り
、
晩
刻
忙
迫
れ
ば
陸
劃
舷
乃
至
一
万
字
症
と
の
銀
一
五
、

銀
雨
の
取
引
繁
忙
に
し
て
、
夜
間
は
閉
門
し
て
休
市
し
た
も
の
で
あ
り
、
と
と
に
開
門
挑
打
斑
事
」
栴
せ
ち
れ
る
亡
と
が
由
来
す
る
も

D
の
如
〈
で
あ
る
。

利
宇
都
銀
斑
も
亦
未
λ
闘
の
も
也
で
あ
り
、
或
は
訴
先
銭
駐
と
も
い
ム
。
ヒ
の
穏
銭
班
は
頭
金
、
貸
出
の
業
を
替
ま
宇
、
専
ら
銀

元
、
補
助
貨
の
賀
賞

ι従
事
す
る
。
そ
の
寅
貨
は
卸
質
建
前
の
如
昔
も
の
で
あ
れ
ツ
、
普
通
に
は
小
額
両
替
を
行
は
な
い
も
の
で
あ
ワ

て
、
小
額
雨
替
を
行
ふ
と
し
て
も
乗
替
の
域
を
出
で
泣
い
と
い
ふ
。

貞
字
競
鎮
症
は
前
者
同
様
未
入
閣
の
鏡
舷
で
あ
り
、
或
は
門
市
銭
蛙
ー
と
も
い
ひ
、
或
は
零
先
銭
湛
と
も
い
ひ
、
俗
儒
姻
紙
銭
融
自

一
類
で
あ
る
。
そ
の
重
註
る
業
務
は
楠
助
貨
白
小
口
雨
替
で
あ
っ
て
、
集
替
し
て
煙
車
、
雑
貨
密
且
を
た
す
も
む
も
あ
る
。

以
上
各
等
級
に
所
属
す
る
も
の
を
費
本
の
多
寡
と
晶
画
業
白
康
狭
よ
り
類
別

L
た
も
の
を
引
周
し
て
見
た
が
、
区
割
駐
即
ち
大
同
行

を
主
開
と
し
て
取
上
げ
れ
ば
上
海
銭
涯
の
寅
質
を
検
討
し
侍
る

b
貯
で
あ
り
‘
共
他
印
ち
小
同
行
は
殆
ん
ど
問
題
に
す
る
必
要
が
な
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公曾としては別白組織あるも白由如t‘従ワてとこにおいては俗稽姻紙薙白
ー輯å:. v~""O
前掲・銭曜蟻‘僚三輔、 pp・ト20 極済研究、J第二巻第八期、 pp.138-141. 
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い
程
度
で
あ
る
ロ
叉
そ
白
銭
班
数
一
k
h
い
て
も
元
字
班
以
下
白
寅
在
は
近
時
に
沿
い
て
は
極
め
て
少
数
白
域
主
出
て
ゐ
泣
い
。

陸
劃
躍
と
じ
て
も
モ
白
資
本
は
最
大
八
十
高
元
、
最
小
十
寓
元
自
程
度
の
も
で
の
で
あ
っ
て
、
大
剛
回
数
は
二
十
高
一
冗
と
四
十
高
元
の

聞
に
あ
り
、
八
十
寓
元
白
も
の
は
健
か
に
三
軒
巧
あ
る
。
か
〈
唖
如
〈
資
本
が
些
少
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
銀
行
資
本
と
比
較
し
て

著
じ
い
差
異
を
呈
す
る
も
白
で
あ
る
が
、
最
近
十
数
年
来
賓
本
増
加
の
も
の
も
少
か
ら
ざ
る
傾
向
に
あ
る
と
い
ふ
。
そ
れ
は
鎚
駐
の

教
は
減
少
し
た
が
、
資
本
は
増
加
し
た
と
い
ム
傾
向
に
青
い
て
仰
り
得
る
も
D
で
あ
り
、
こ
こ
に
銭
班
進
歩
白
表
示
あ
り
と
す
る
の

で
あ
る
。

胸

錫
挫
の
資
本
に
関
聯

L
て
は
附
本
が
語
ら
れ
て
ゐ
る
。
附
本
は
資
本
金
の
外
に
提
供
さ
れ
た
も
D
で
あ
る
。
附
本
の
来
源
は
股
東

が
E
式
の
股
木
の
外
に
金
額
を
該
駐
に
爾
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
取
引
の
圃
轄
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
己
れ
に
は
決
算
時
に
沿
い

て
紅
利
飢
ち
利
径
の
配
首
を
行
ほ
や
し
て
、
た
だ
息
金
郎
ち
利
息
を
給
す
る
仕
組
で
あ
弘
。
¥

以
上
資
本
白
構
成
に
沿
い
て
有
限
、
無
限
の
限
界
に
銀
行
ど
錨
症
の
具
同
を
求
め
尤
も
〉
銭
斑
白
存
在
理
由
を
明
確
に
す
る
も
の

と
は
た

b
な
い
。
殊
に
有
限
責
任
組
織
の
提
案
も
あ
り
、
銭
症
は
無
限
責
任
を
前
提
と
し
て
組
成
さ
れ
る
も
白
色
は
隈
ち
た
い
。
資

本
の
回
帰
薄
に
つ
い
て
も
近
幅
十
の
趨
五
曹
に
沿
い
て
は
増
資
が
行
は
れ
て
ゐ
る
J
も
っ
と
も
鏡
荘
白
資
本
は
必
や
し
も
小
額
に
制
約
さ
れ

る
容
の
で
は
一
た
い
が
、
事
賃
上
未
だ
大
費
本
冶
経
瞥
形
態
で
た
〈
、
大
資
本
を
擁
し
得
る
程
た
れ
ば
銀
行
組
織
に
改
組
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
又
附
本
に
つ
い
V

で
も
特
に
取
上
げ
る
べ
き
特
徴
を
な
す
も
り
で
は
左
い
。

銭
斑
の
営
業
内
容
か
ら
銀
行
と
の
異
聞
を
明
確
佐
ら
し
む
ぺ
き
も
の
と
じ
て
失
D
如
き
を
拾
ひ
上
げ
て
見
る
。
銭
誕
の
業
務
は
民

岡
二
十
三
年
五
月
十
五
日
公
布
の
上
海
市
銭
業
業
規
第
三
章
鵬
首
業
範
囲
に
よ
れ
ば
左
白
如
〈
で
あ
る
。

て

各

種

存

鞍

(

各

種

預

金

)

¥

二
、
各
穂
放
歌
且
抵
押
貸
款
(
各
種
貸
付
及
目
指
保
貸
付
)

=
一
・
抵
押
往
車
透
支
再
指
揮
付
常
庫
貸
越
)

画
荏
業
白
機
構

J 

• 

第
五
十
四
巻

y、
ブL

第
三
観

至五

5) 値梼研究、第二轡第凡期、 pp・140-%42・最近由傾向では斑致も安本細額も域
悲したも白であるが、相劃的には費力白噌厚を呈してゐ畠。
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ゾ

第

抗

五

1 

輯

誕

業

白

機

構

回
、
各
種
期
曹
司
之
助
担
【
各
種
手
形
白
剖
引
)

豆
、
賀
直
生
金
銀
外
闘
貨
惰
及
宥
慣
誼
券
(
地
金
銀
、
外
岡
貨
幣
及
川
印
有
償
語
券
白
斑
買
)

問
、
各
時
贋
量
及
貨
噛
押
困
問
各
地
方
向
錫
替
且
日
荷
錫
替
)

七
、
保
管
貴
重
物
品
(
貴
重
品
目
惇
護
預
り
)

八
、
書
庫
業
(
章
庫
管
業
)

九
、
代
理
牧
解
(
代
金
取
す
、
立
替
支
神
)

、
山
M

上
は
大
健
銀
行
業
務
に
似
て
ゐ
る
が
、
費
際
替
業
に
印
し
て
銭
妊
D
特
異
と
し
て
ゐ
る
と
む
ろ
は
吠
の
如
き
も
の
で
あ
る
O
/
存

款
印
ち
預
金
に
し
て
も
往
来
存
款
印
ち
常
座
預
金
と
定
期
存
款
卸
ち
定
期
預
金
に
分
た
れ
る
は
銀
行
と
趣
を
同
巴
み
ナ
る
が
、
用
語

一
上
、
鏡
症
設
に
あ
っ
て
は
首
座
預
金
を
「
浮
存
」
と
い
ひ
、
定
期
預
金
を
「
]
長
存
」
と
い
ふ
。
又
放
款
帥
ち
貸
付
忙
し
で
も
、
活
期

放
款
印
ち
首
座
貸
越
と
定
期
放
款
帥
ち
定
期
貸
付
あ
る
は
銀
行
と
趣
を
一
に
す
る
で
が
、
用
語
上
、
銭
賎
業
に
あ
っ
て
は
首
座
貸
越
を

「
浮
存
」
と
い
ひ
、

F

定
期
貸
付
を
「
長
快
」
又
は
「
長
期
」
と
い
ひ
、
放
款
モ
白
も
D
も
「
放
賑
」
又
は
「
快
銀
」
と
い
ム
。
か
〈
白

如
昔
用
語
上
の
異
例
は
と
乙
で
は
目
的
、
と
し
古
い
が
、
預
金
並
に
貸
付
に
営
っ
て
一
種
目
信
用
制
度
が
持
続
さ
れ
て
ゐ
る
ζ

と
に
智

意
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
。

第
五
十
四
巷

ブL
O 

畠も白温
もスむ定一一を度限越貸に帳週ち却干掴凋

崎
守『nr 

期
1

帥
も
預
λ
に
際
し
て
も
紹
介
に
土
る
受
入
で
あ
す
り
、
そ
の
預
金
利
翠
に
つ
い
て
も
長
期
刊
翠
帯
の
如
昔
は
貸
借
の
情
況
や
頂
金
者
と
跡

の
関
係
に
占
っ
て
定
め
ら
れ
る
俗
に
い
ム
内
盤
の
仕
組
が
あ
る
。
叉
貸
出
に
つ
い
て
も
銭
賠
自
営
庭
預
金
は
随
時
に
交
渉
に
よ
る
貸
己

越
が
行
は
仇
、
銀
行
に
た
け
る
知
〈
諌
約
あ
る
に
非
ざ
れ
ば
貸
越
を
注
し
能
は
ざ
る
も
白
と
は
相
同
時
し

τゐ
る
町
定
期
貸
付
に
し
ぺ
弘

〆
も
そ
の
各
種
白
貸
付
中
、
信
用
放
款
長
期
&
稿
吐
ら
れ
る
も
白
が
銭
旋
白
貸
付
金
額
の
中
で
最
大
を
占
め
た
も
の
で
あ
り
、
上
海
の
ー
酬
。

金
融
市
況
へ
白
影
響
も
亦
誌
も
大
き
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
又
抵
押
長
期
と
訴
す
る
権
保
を
つ
け
た
長
期
貸
付
に
あ
っ
で
は
、
普
通
，
鰻
る

白
貸
付
金
額
は
揖
保
口
問
の
七
、
八
割
を
標
準
と
す
る
が
、
捨
保
口
問
白
伺
値
を
超
過
す
る
も
の
も
あ
る
。
モ
れ
は
不
良
貸
付
に
陥
る
の

， 

7) 



調
ひ
で
は
左
ぐ
し
て
、
銭
珪
側
が
信
用
制
度
を
重
ん
じ
た
る
に
図
る
も
白
と
見
る
に
沿
い
て
銀
行
と
の
相
同
時
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

共
他
信
用
制
度
を
建
前
と
し
た
取
引
上
白
慣
習
を
調
J

べ
上
げ
る
と
と
も
出
来
る
白
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
信
間
取
引
は
銭
姫
業
務

の
特
徴
と
者
倣
さ
れ
る
と
と
る
で
あ
り
、
普
通
の
商
人
脅
慣
に
も
趨
合
す
る
と
拍
附
さ
れ
る
と
と
る
で
あ
る
。
故
に
多
く
り
商
家
は
好

H
N
で
と
れ
と
取
引
し
、
叉
銭
症
が
銀
行
と
競
争
し
得
る
所
以
も
と
と
に
あ
る
ー
と
い
ん
。
‘
一
周
に
沿
い
て
は
信
肌
取
引
は
銭
班
白
勢
力

を
厚
く
扶
植
す
る
に
は
役
立
っ
た
け
れ
ど
も
、
又
他
固
に
沿
い
て
は
金
融
逼
迫
時
に
際
合
し
て
は
徒
ら
K
萎
縮
す
る
を
売
れ
難
い
も

の
と
も
た
つ
た
と
い
日
得
る
で
あ
ら
う
。

銭
舷
業
忙
語
砂
る
信
用
放
款
制
度
は
既
に
動
揺
し
改
費
四
一
途
上
に
あ
る
。
ぞ
れ
は
銭
湛
の
銀
行
業
務
へ
の
移
行
に
沿
い
て
現
れ
て

来
た
と
い
は
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
具
閥
的
に
は
八
、
九
年
前
耐
源
鏡
粧
が
銀
行
業
務
を
開
耕
し
て
以
来
数
軒
に
相
次
い
で
起
っ
た

と
い
ふ
。
そ
の
現
れ
と
し
て
は
新
式
の
合
計
制
度
が
と
ら
れ
、
笹
業
内
本
は
従
来
隠
匿
し
た
も
の
を
資
産
負
債
表
帥
ち
貸
借
割
照
表

。
形
式
に
告
い
て
、
公
表
す
る
に
歪
り
し
如
き
が
と
れ
で
あ
る
。
公
表
難
字
忙
明
瞭
に
現
れ
て
来
た
こ
と
は
信
用
制
度
白
一
大
饗
草

と
及
り
、
叉
信
用
貸
付
を
捨
保
貸
付
。
比
翠
が
後
者
に
沿
い
て
極
め
て
重
要
度
を
質
し
て
来
た
も
D
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
は
ピ
銭
賠

業
濁
自
の
領
域
を
自
ら
狭
少
左
ら
し
む
る
己
と
に
た
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
九
円
。

鋳
艇
の
機
構
を
銀
行
に
針
服
し
て
相
異
結
と
し
ち
取
上
げ
得
ら
れ
る
も
白
忙
、
分
支
行
刑
度
。
如
何
が
あ
る
。
鏡
蛙
は
分
支
行
制

度
を
持
た
左
い
。
銭
荘
は
そ
の
組
織
土
確
か
に
一
つ
の
快
陥
を
持
ち
、
し
か
も
そ
白
改
革
が
、
各
種
替
業
革
新
白
方
策
中
に
あ
っ
て

比
較
的
困
難
と
す
る
も
の
が
と
の
分
支
行
制
度
の
快
如
で
あ
る
と
い
ふ
。
そ
白
理
由
は
錫
薙
白
股
東
は
多
く
は
そ
D
所
在
地
白
資
産

出
現
で
あ
り
、
他
地
に
て
は
必
宇
し
も
顧
客
か
ら
信
用
を
受
け
得
る
'
戸
一
は
限
ら
註
い
。
然
も
分
支
行
を
開
設
せ
ぽ
股
一
束
の
責
任
は
加
重

さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
と
の
種
の
紋
陥
は
一
銭
症
の
替
業
範
闘
を
長
〈
そ
白
所
在
地
巴
制
約
す
る
。
そ
の
故
に
銭
荘
。
預
金
、
貸
付
白

勢
力
が
奥
地
に
及
ぶ
と
し
て
も
、
そ
の
過
程
は
間
接
的
で
あ
っ
て
直
接
的
に
お
い
て
で
は
友
い
J

と
の
と
と
は
鋳
妊
の
一
業
務
に
つ
い

輯
賠
柴
田
機
構

樺
五
十
四
巻

:iL 
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掛
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イ

抽
四
班
業
白
機
構

ブL

五
回

第

競

申
五
+
四
巻

で
嘗
て
支
那
国
有
金
融
機
闘
が
潟
替
業
に
沿
い
て
伸
展
し
た
る
庇
比
し
、
、
銭
荘
業
務
が
鴬
替
業
よ
り
制
約
さ
れ
て
行
〈
私
諮
る
一
素

材
止
は
た
る
P

併
し
乍
ら
銭
班
業
務
に
も
代
手
長
期
と
い
ム
如
き
が
あ
り
、
叉
他
地
銭
躍
と
の
矯
替
契
約
に
よ
り
、
品
F
A
T
し
も
鏡
活

白
決
定
的
飲
陥
と
な
る
も
白
で
も
な
い
。
分
支
行
制
度
の
快
如
は
皐
寛
銭
賠
白
小
規
模
ロ
経
費
を
特
質
と
し
た
る
に
闘
聯
す
る
も
の
で

， 

あ
b
，
、
経
轡
形
態
の
稜
展
は
分
支
行
主
持
つ
を
容
易
と
す
る
。
そ
の
と
冒
と
は
そ
れ
白
鶴
銭
症
を
し
て
銀
行
業
務
に
近
接
せ
し
め
る
も

D
で

も

あ

る

。

ヘ

ー

銭
班
業
の
機
構
上
、
銀
行
業
に
比
較

L
て
、
よ
り
強
く
人
的
要
素
が
取
上
げ
ら
れ
る
。
銭
慈
の
経
皆
上
よ
り
そ
白
出
路
を
求
む
れ

ば
第
一
に
時
聞
と
空
間
忙
把
握
す
べ
き
を
述
べ
、
第
二
に
趨
首
な
る
投
資
‘
第
一
て
に
粧
品
同
主
健
白
蓮
倍
能
力
が
勤
象
と
さ
れ
て
ゐ
る
。

銭
班
の
粧
現
は
そ
の
職
権
が
銀
行
の
総
経
理
作
北
し
大
で
あ
る
鴻
に
第
三
が
銭
症
殻
濯
の
嬰
伴
の
一
と
な
っ
て
ゐ
る
め
け
で
め
ヲ
向
。

人
的
要
紫
が
漏
り
銭
確
に
沿
い
て
軍
曹
を
な
す
と
は
限
ら
な
い
け
れ
占
州
、
鋳
賑
D
在
来
の
機
惜
併
に
あ
っ
で
は
支
配
人
白
手
腕
は
首

設
銭
確
白
興
際
主
左
右
し
た
も
D
で
あ
る
。
己
申
人
的
要
素
に
つ
い
て
は
更
に
銀
銭
業
者
聞
に
沿
け
る
人
拘
結
合
闘
係
に
腕
野
を
求

む
べ
き
性
格
が
あ
り
、
尚
一
段
と
損
大
し
て
外
籍
銀
行
と
銭
挺
止
の
開
に
も
結
成
さ
れ
た
関
聯
主
知
っ
て
置
か
一
泣
け
れ
ば
注
ら
在
い
川

更
陀
人
的
結
合
閥
係
に
た
い
て
は
・
そ
れ
が
地
線
的
紐
帯
に
よ
る
密
接
左
純
一
合
と
な
っ
て
ゐ
る
と
と
も
注
目
庇
値
し
た
と
と
で
あ
る
ω

銭

感

の

盛

表

銭
疏
は
モ
の
費
生
白
根
擦
を
支
那
国
有
の
企
業
と
し
て
持
つ
で
は
ゐ
た
が
、
新
興
の
銀
行
に
い
は
ピ
務
展
的
に
包
摘
さ
れ
る
べ
き

・
に
見
え
、
牌
加
も
銭
荘
も
銀
行
も
共
に
若
干
の
期
間
は
渡
展
の
段
階
を
遡
っ
た
。
以
上
掲
出
せ
し
銭
庖
と
銀
行
と
の
比
較
に
沿
い
て
は

特
に
銭
症
調
自
由
領
域
を
見
出
す
に
苦
し
む
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
殻
生
史
的
同
顧
を
試
み
て
そ
白
根
擦
を
検
討
し
て
見
る
己
と
に

す
る
。
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内
調
重
修
記
に
よ
れ
ば
上
梅
の
銭
誌
は
乾
隆
時

ι趨
れ

H
と
い
ふ
。
内
閣
D
記
に
よ
れ
ば
「
乾
隆
間
銭
業
同
人
醸
資
購
置
、
震
南

北
市
組
合
問
、
以
時
曾
集
。
(
中
時
)
庚
申
辛
酉
閥
、
髪
冠
披
泊
、
外
兵
助
動
、
屯
雨
困
惑
四
哉
、
多
所
段
傷
、
東
閣
修
復
、
何
銭
業

任
之
o

(

中
時
)
蓋
日
乾
隆
至
今
、
垂
二
百
年
(
下
略
)
」

dvt
あ
る
。
，
乾
隆
年
間
銭
業
同
業
者
が
資
金
を
擦
問
じ
て
購
入
し
、
南
北
市
綿

公
明
と
な
し
、
定
時
に
集
合
す
る
己
と
に
し
も
江
。
長
髪
賊
の
飢
に
際
脅
し
て
外
岡
援
兵
が
雨
闘
に
駐
屯
す
る
こ
と
四
年
を
愈
ヘ
、
段

損
を
世
話
る
と
と
る
多
〈
、
東
園
の
修
復
は
銭
業
己
れ
に
任
じ
た
も
り
で
あ
る
。
前
後
を
通
じ
鎖
症
白
歴
史
は
乾
隆
工
り
今
日
に
至
る

ま
で
二
百
年
に
垂
ん
と
す
る
を
侍
へ
て
ゐ
る
U

も
っ
と
も
銭
娃
ゆ
趨
源
に
つ
い
て
は
北
支
忙
訟
け
る
票
披
D
創
始

ι軌
を
一
に
し
て
諸
説
が
あ
り
、
巷
間
体
へ
ら
れ
る
と
と
、
る
粍

は
突
の
如
き
も
の
が
あ
る
。
一
識
に
よ
れ
ば
、
清
の
乾
隆
年
間
三
七
三
六
一
七
九
五
年
}
上
海
未
だ
未
開
埠
白
頃
、
初
江
紹
興
の
煤

決
商
人
が
南
市
に
あ
っ
て
茨
問
屋
を
開
設
し
、
時
に
底
内
の
徐
裕
金
を
以
て
銀
元
、
銅
銭
の
免
換
を
な
し
、
並
に
近
隣
の
唐
舗
及
び

北
洋
紬
智
通
克
明
岡
遺
業
組
合
}
に
貸
出
を
注
し
利
殖
を
問
。
し
如
き
に
モ
O
端
緒
が
あ
る
。
成
は
他
読
に
よ
れ
ば
、
上
海
未
だ
商
埠

と
し
て
開
港
せ
ざ
る
前
に
、
寧
波
白
商
人
石
岡
昌
及
び
碍
承
一
一
名
が
貸
借
の
制
を
創
始
し
た
る
に
鏡
強
制
度
の
先
聾
を
求
め
た
も
の

が
あ
る
。
更
に
一
設
に
上
れ
ぽ
、
清
の
中
葉
、
市
商
の
遇
用
貨
幣
は
僅
か
に
一
女
一
銅
銭
で
あ
っ
て
、
市
場
の
交
易
は
銅
銭
を
以
て
物

慣
の
標
準
と
在
し
た
が
、
同
時
に
銀
雨
白
存
夜
が
あ
り
し
潟
、
相
互
に
先
換
が
行
は
れ
、
訟
に
専
業
と
在
っ
て
今
日
白
銭
珪
を
た
し

た
も

ρ
で
あ
り
、
銭
庄
は
モ
D
起
鮪
が
先
換
屈
に
あ
り
と
在
す
も
白
で
あ
る
@
そ
の
解
誌
の
具
購
的
危
る
も
白
は
蛍
時
方
亨
者
(
或

は
方
七
名
と
い
ム

ι宋
詳
〕
怒
る
者
あ
り
、
主
康
症
の
前
陀
あ
っ
て
靴
駐
を
間
ぎ
、
日
夜
蓄
財
し
て
該
斑
に
預
金
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
敷
既
に
高
額
K
遣
し
た
。
共
後
上
海
に
大
乱
あ
り
、
富
者
他
越
し
、
五
康
斑
の
主
人
息
詰
賂
を
方
亨
需
に
譲
り
、
胤
平
定
後
、
方

栄
は
そ
の
、
奮
業
を
棄
て
h
-
一
党
換
業
に
樽
聾
し
た
。
一
文
銭
帥
ち
制
銭
の
需
要
り
あ
る
故
に
、
爾
替
相
揚
も
毎
日
錘
動
が
あ
り
、
両
替

業
脅
は
奇
利
を
博
し
得
て
敏
備
の
利
錠
を
得
ぎ
る
も
の
は
た
か
っ
た
。
乙
L
K
銭
駐
の
鰻
輔
禁
法
に
至
り
し
粧
路
を
求
め
売
も
白
も

鵠

荘

一

業

白

機

構

究

玉

、A

第
五
ナ
四
磐

ブL

傍

観

、，
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銭
殖
業
問
機
構

第
五
十
四
巻

、
五
六

ブL

四

傍

観

あ
る
。以

上
白
僻
説
的
記
録
は
銭
躍
の
起
源
を
確
認
せ
し
む
る
に
は
闘
よ
り
不
充
分
で

b
る
が
、
銭
班
の
存
在
が
犬
開
明
確
に
在
っ
た
の

は
清
の
中
葉
で
あ
り
、
特
に
乾
隆
年
代
で
あ
っ
た
と
と
を
惟
は
す
も
の
で
あ
る

q
m掲
せ
し
上
海
内
閣
重
修
記
は
乾
隆
よ
り
今
月
に

至
る
二
百
年
に
垂
ん
と
す
る
を
語
る
も
D
で
あ
り
、
殊
に
そ
れ
は
乾
隆
年
聞
に
鏡
業
同
λ
が
擁
費
し
て
、
甫
北
市
縮
会
所
を
設
置
し

た
一
る
を
い
ふ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
乾
隆
時
代
に
銭
荘
は
既
に
護
達
し
て
ゐ
た
と
と
に
つ
い
て
の
信
湿
す
べ
き
史
費
な
り
と

f
る
見
解

も
あ
り
得
る
。

E
D
乾
隆
以
前
に
銭
斑
白
夜
生
を
求
め
得
る
と
す
れ
ば
、
そ
り
敵
鰯
宜

Eω
程
度
ま
で
遡
り
得
る
で
あ
ら
う
か
を
、
一
隠
そ
の
所

設
に
従
っ
て
要
約
し
て
見
る
己
と
に
し
よ
う
。

乾
隆
時
代
D
上
海
は
閉
泌
で
あ
っ
た
が
康
照
時
代
は
よ
海
は
通
商
の
要
港
で
あ
っ
た
と
と
よ
り
推
し
て
主
海
鋳
粧
の
興
趨
を
康
照

発
正
の
時
期
に
在
り
と
す
る
。
清
初
海
禁
が
賞
施
さ
れ
貿
易
は
停
頓
し
た
も
白
が
、
康
照
二
十
四
年
(
一
六
八
五
年
)
海
禁
が
開
放
さ

れ
、
上
海
に
江
海
大
闘
が
始
設
さ
れ
て
ゐ
る
。
も
っ
と
も
薙
疋
定
年
三
七
三
一
五
1

)

に
は
外
人
の
通
商
は
庚
州
一
港

K
制
限
さ
れ
、

土
海
は
叉
閉
港
さ
れ
た
白
で
あ
る
が
、
道
光
二
十
三
年
(
一
凡
四
一
一
一
年
〉
に
及
ん
で
南
京
僚
約
の
結
某
と
じ
て
、
上
海
は
正
式
に
開
埠

さ
れ
、

t
悔
は
商
業
の
買
心
占
在
っ
た
。
か
L

る
見
解
k
h
い
て
は
、
元
代
海
上
権
の
摘
膿
を
闘
り
、
元
世
組
。
年
代
に
は
泉
州
、

上
海
等
に
市
舶
司
を
設
置
し
た
頃
ま
で
遡
っ
て
、
商
業
集
中
と
雑
色
貨
幣
の
先
換
業
止
の
聯
闘
を
考
察
す
る
要
も
あ
り
、
遺
〈
六
百

品
開
年
一
の
史
的
展
開
も
一
考
さ
れ
る
と
と
に
左
り
、
更
に
時
代
を
顧
み
る
E
と
も
可
能
と
な
る

d

銭
湛
乃
至
銭
症
類
似
の
金
融
組
織
は
か
ぐ
D
如
き
枇
品
開
放
勢
を
反
映
し
て
生
成
し
た
も
白
と
見
る
巴
と
は
肯
定
さ
れ
る
け
れ
ど

も
、
そ
れ
だ
げ
に
ふ
」
E
ま
る
も
の
怠
れ
ば
、
犬
醐
聞
に
た
い
て
、
金
融
機
関
設
建
の
一
般
過
程
と
同
様
の
も
の
で
あ
山
、
弘
正

rそ
の
時

期
の
握
速
が
稽
考
に
い
値
す
る
だ
け
に
と

F
ま
る
。
倫
上
掲
し
た
止
と
る
は
雨
替
業
百
如
昔
稜
展
過
程
に
長
け
る
も
り
を
品
取
上
げ
た
が
、

銀
行
組
織
に
類
似
し
た
内
胸
骨
も
逐
吹
民
環
謹

L
つ
L
あ
っ
た
と
と
は
支
郊
の
甫
北
白
野
照
に
沿
い
て
も
、
洋
白
東
西
を
比
較
し
之
も

否
定
L
難
い
も
の
が
あ
h
d

ぺ
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、ρ

銭
貯
の
創
始
時
期
に
つ
い
て
は
-
先
づ
と
れ
を
措
い
て
銭
拡
白
盛
衰
を
劃
じ
得
・
へ
き
時
期
主
取
上
げ
て
見
る
o

隆

盛

期

と

稽

さ

れ

じ

る
は
南
京
僚
約

K
3
0上
洛
開
港
白
山
迫
光
二
十
三
年
(
一
同
八
四
一
一
一
年
)
上
り
破
産
恐
慌
'E呈
し
た
る
党
緒
八
年
(
一
八
八
二
年
M

ま

で

の

争

仲

時
期
で
あ
る
。
上
海
開
港
は
支
那
白
清
朝
衰
退
。
北
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
開
港
開
市
が
商
埠
地
に
烏
げ
る
交
易
閥
係
を
殿
様
在
同
世

ら
し
め
た
と
同
様
忙
、
上
海
に
お
け
る
商
業
の
繁
柴
、
従
っ
て
金
融
業
務
白
頻
繁
を
伴
っ
た
も
の
で
あ
る
6

己
の
時
期
は
支
郊
に
所
ト

f
k

可旬、、

P

、
b

謂
新
式
銀
行
白
組
織
が
噂
入
さ
れ
た
劃
期
的
時
期
で
も
あ
る
が
、
建
式
銀
行
、
た
る
銭
娃
の
設
展
時
期
で
も
あ
っ
た
と
と
が
認
め
得
ら

4

帆
同

れ
る
。
銭
躍
は
最
初
南
市
に
集
中
し
設
立
さ
れ
た
と
い
ふ
が
、
成
翌
十
年
に
至
つ

τ洪
秀
会
軍
の
上
海
進
撃
、
英
悌
軍
の
増
兵
防
戦
川
幹
一

銭
牧

等
、
の
と
左
あ
り
、
兵
飢
同
避
の
鋳
に
北
市
遷
移
の
傾
向
が
現
h
川
河
己

h
K
拾
い
て
同
治
一
花
年
(
一
八
六
一
語
V

よ
り
鏡
莱
の
重
酎
酬
は
南
勾
訓
吸

市
よ
り
北
市
肥
移
る
に
至
っ
た

o
z
の
頃
は
銭
妊
殻
遠
白
金
盛
期
た
り
し
も
D
L
如
〈
、
光
緒
二
年
三
八
七
六
年
)
の
上
海
陸
劃
銭

h
u抗
、

殖
と

t
て
計
上
さ
れ
た
る
教
は
南
市
に
告
い
て
四
十
一
一
軒
、
北
市
に
あ
っ
て
六
十
三
部
判
、
鳩
山
政
百
五
軒
で
あ
っ
た
戸

T
A
-
-
H叩

雨
後
に
沿
い
て
銭
班
O
衰
敗
朔
と
も
い
ふ
べ
き
時
期
が
そ
り
跡
聖
水
け
て
ゐ
る
が
、
そ
の
主
要
注
現
れ
は
吠
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
川
崎
叫

第
一
弐
性
光
緒
八
、
九
年
(
一
八
八
二
一
八
八
三
年
)
白
倒
産
恐
慌
で
あ
る
。
そ
れ
は
生
前
問
屋
U
快
損
が
銭
艇
に
累
を
及
せ
h
し
を
要
円
一
の
制

困
と
し
て
‘
金
融
窮
迫
し
、
倒
産
者
桜
山
せ
し
を
僻
へ
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
突
は
光
緒
十
五
、
六
年
の
貼
葉
風
潮
と
い
う
常
時
凶
白
町
山

m
k
策
法

鏡
花
が
高
利
を
以
て
預
金
を
吸
収
し
た
祝
以
は
鴻
庁
販
還
に
よ
る
厚
利
の
徒
が
銭
班
K
向
っ
て
高
剃
資
金
を
情
一
入
れ
、
銭
湛
は
現
金

E

P名
方

の
不
足
を
生
巳
た
る
を
貼
禁
制
度
医
よ
り
現
金
吸
牧
を
計
っ
た
と
と
陀
稜
蓮
し
た
も
の
で
あ
る
。
貼
葉
の
利
息
は
最
高
ー
は
百
分
自
一
一
叩
銅
娃

f

F

=
一郵

十
托
ま
で
遣
し
、
専
ら
貼
慕
を
以
て
現
金
を
吸
牧
せ
し
銭
蛙
も
、
積
出
し
た
も
の
L
如
く
で
あ
る
。
貼
漢
に
出
資
せ

ι向
も
各
階
居
暗
俸
冶

?

E

M

闘
四
百

に
瓦
り
1

貼
票
を
以
て
各
方
面
か
ら
貸
借
関
係
を
結
び
し
向
も
多
く
た
h

リ
、
拍
車
に
鈍
荘
ば
塞
貼
票
を
礎
行
す
る
己
と
二
百
寓
元
以
上
町
田
事
糊

と
い
は
れ
、
或
は
犬
膏
〈
推
定
せ
し
も
白
は
二
千
五
、
六
百
高
元
前
後
と
も
い
品
。
貼
酉
雲
仙
最
初
の
程
は
信
用
低
め
て
良
好
で
あ
っ
耐
一
昨
剛
一

た
が
モ
の
過
多
た
る
に
及
び
、
光
緒
二
十
三
年
に
歪
ず
で
は
貼
葉
県
田
行
銭
駐
に
し
て
満
期
到
来
せ
じ
も
支
梯
に
臆
巴
一
待
以
る
も
白
川
叫
跡
醐

匹
前
貼

で
‘
破
綻
の
抱
あ
り
、
錫
に
取
付
に
建
仏
銭
荘
の
破
産
引
績
け
る
を
体
へ
て
ゐ
る
。

E
白
貼
票
制
度
に
よ
る
信
用
膨
脹
.
引
繍
け
る
恐

慌
は
、
貼
葉
を
経
費
せ
じ
銭
難
が
殆
ん
ど
金
部
破
産
に
陥
り
し
と
共
に
、
陸
剖
症
に
も
波
及
し
売
。
陪
劃
艇
は
貼
票
業
務
を
経
替
し
ー

4
5
め

鋳
斑
業
白
機
構

， 

第
五
十
四
巻

:fL 
五

第
三
錦
、

五
七



鋳

悲

業

白

機

構

二

九

六

五

八

た
か
っ
た
が
、
舎
融
梗
塞
の
強
迫
に
よ
り
破
産
に
至
り
し
も
の
も
少
か
ち
ゃ
あ
っ
た
も
D

L
如
〈
で
あ
る
。

ζ

れ
は
鏡
斑
成
立
以
来

不
良
業
務
に
原
悶
せ
し
最
も
著
し
い
金
融
恐
慌
で
あ
っ
加
。

突
は
一
宣
続
二
年
の
ゴ
ム
恐
慌
に
島
い
て
ー
で
あ
る
。
光
緒
三
十
四
年
(
一
九
O
凡
年
)
上
海
k

h
け
る
ゴ
ム
株
式
曾
一
位
。
設
立
に
よ
る

株
式
募
集
に
齢
む
岐
惑
的
景
気
と
己
れ
が
反
動
で
あ
っ
た
。
剖
ち
株
債
は
著
し
苦
は
七
、
八
倍
に
騰
貴
し
、
銭
荘
も
競
っ
て
買
占
め

し
が
、
と
の
種
株
式
の
議
行
者
た
る
外
人
の
詐
欺
的
行
矯
白
結
果
と
し
て
激
務
し
、
銭
斑
の
般
車
時
事
情
が
侍
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
元
来

銭
荘
と
外
国
銀
行
去
の
貸
借
関
係
は
密
接
で
あ
り
、
買
耕
制
度
白
閥
聯
が
あ
っ
た
が
、
己
の
恐
慌
以
後
は
外
岡
銀
行
の
銭
避
に
射
す

る
貸
付
は
償
霊
に
在
っ
た
と
と
を
知

5
0

、

次
い
で
宣
統
三
年
に
は
民
岡
革
命
が
起
っ
た
。
と
の
一
大
賢
革
に
際
L
て
は
銭
荘
も
異
常
た
影
響
を
蒙
っ
た
と
と
は
営
然
で
あ
る
。

民
岡
元
年
南
北
市
銭
荘
内
轡
業
せ
し
も
白
は
僅
か

ι二
十
五
軒
托
過
ぎ
た
か
っ
た
と
い
ひ
、
首
時
数
十
年
来
の
銭
症
業
の
最
も
衰
微

し
た
時
期
で
あ
う
た
と
い
ふ
。

銭
症
の
表
制
聞
は
-
先
づ
右
で
底
を
つ
い
た
も
の
で
あ
り
、
爾
後
は
一
進
一
退
の
時
期
と
怠
っ
て
ゐ
る
。

民
固
十
年
の
信
託
及
び
z取
引
所
恐
慌
が
あ
り
、
停
業
五
軒
を
向
し
て
ゐ
る
が
、
民
園
十
三
年
陀
島
け
る
主
海
膳
劃
誕
の
教
は
八
十

九
伝
達
し
て
屑
札
、
己
の
頃
最
も
議
連
せ
し
時
期
で
あ
っ
た
と
し
て
ゐ
る
。
吹
い
で
新
江
戦
争
の
波
及
が
あ
り
、
民
国
十
六
年
に
は

園
民
軍
が
上
海
に
進
駐
し
、
そ
の
鴻
に
影
響
を
及
し
た
が
、
己
れ
等
は
何
れ
も
銭
斑
D.存
在
白
安
危
に
か
h
は
る
程
の
も
白
で
は
友

/
 

か
っ
た
。
二
十
三
年
の
銀
恐
慌
が
あ
り
、
、
時
期
を
劃
し
て
遂
に
最
近
の
恐
慌
期
比
五
り
、
上
海
銭
殖
業
の
破
産
は
比
較
的
多
数
に
上

っ
た
と
と
を
物
語
っ
て
ゐ
る

o

f

乙
の
最
後
白
段
階
の
恐
慌
は
一
一
十
二
年
、
一
一
十
三
年
D
奥
地
農
村
経
済
白
崩
壊
、
商
工
白
凋
落
。
徐
波
を
家
り
、
銭
延
貸
出
の
同

験
不
能
を
惹
起
し
、
銭
来
は
恐
慌
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
己

L
K
中
央
、
中
園
、
交
通
銀
行
が
聯
合
貸
出
を
行
ひ
、
市
国
へ
の
救
済

乗
出
が
あ
り
、
二
十
四
年
の
中
央
、
中
園
、
交
通
、
四
行
準
備
庫
等
の
救
済
貸
出
が
あ
っ
た
ζ

と
並
托
財
政
部
の
金
融
公
債
の
措
置

は
留
意
さ
る
べ
昔
事
項
と
怠
っ
た
の
で
晶
る
。
か
く
で
民
岡
一
一
十
六
年
以
降
は
支
那
事
携
と
な
り
、
鎖
症
の
業
態
も
匪
劃
制
度
k
b

第
五
十
四
巻

第

掛
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¥ 

い
て
吟
味
さ
る
べ
き
問
題
を
展
開
し
た
も
り
で
あ
る
。

E
れ
等
白
停
へ
ら
れ
た
る
事
寅
を
前
提
と
し
て
一
一
際
要
約
づ
け
ら
れ
る
と
と
ろ
は
吠
の
如
〈
で
あ
る
。
即
ち
最
近
の
恐
慌
に
沿
い

て
銭
庇
は
破
速
が
多
か
っ
た
と
は
い
ふ
も
り
弘
、
そ
の
倒
閉
の
教
は
民
園
初
年
以
前
に
#
け
一
る
鏡
娃
恐
慌
の
各
明
白
モ
れ
正
絞
ペ
て

少
〈
、
主
海
の
金
融
業
の
進
歩
を
一
不
ず
一
端
で
あ
っ
た
と
た
す
も
白
が
あ
る
。
従
っ
て
銭
姫
業
が
近
時
数
年
来
整
四
多
〈
新
設
少
き
、

欣
態
が
現
れ
て
ゐ
る
己
と
も
こ
の
革
新
の
過
程
に
沿
い
て
見
る
ペ
曹
と
在
す
わ
け
で
あ
る
。

と
れ
に
つ
い
て
二
十
九
年
に
管
業
せ
る
陸
割
推
三
十
八
ほ
十
三
年
に
比
較
せ
ば
そ
白
八
十
九
に
比
し
牢
に
も
及
ば
危
い
己
と
に

つ
い
℃
も
、
見
解
の
如
何
に
沿
い
て
相
固
持
す
る
ひ
銭
難
白
日
々
衰
微
に
趨
〈
も
の
L
A

現
れ
を
と
h

K
反
映
し
た
も
白
と
し
、
又
そ
り

越
K
質
的
向
上
主
取
上
げ
昆
己
と
に
怠
る
で
あ
ら
う
o
t
銭
症
業
営
局
の
業
務
改
良
へ
の
努
力
が
あ
り
、
上
梅
金
融
自
内
部
組
織
の
費

動
が
あ
り
、
銀
行
業
白
相
互
協
力
が
あ
り
、
銭
悲
の
危
機
は
過
去
白
そ
れ
・
よ
り
艇
減
せ
し
も
D

L
あ
る
は
肯
定
に
値
す
る
。
併
し
乍

ら
果
し
て
鏡
湛
業
の
興
亡
の
岐
れ
る
所
は
何
鹿
に
伏
在
す
る
か
。
過
ぎ
来
り
し
方
自
一
憾
の
鍛
遁
を
銭
殖
業
白
機
構
に
謝
隠
し
て
如

何
に
説
明
づ
け
得
る
か
。
吟
味
を
要
す
る
と
と
る
ば
貨
に
己

L
K存
す
る
の
で
あ
弘
。

四

銭

蛙

の

領

域

銭
廷
の
歴
史
は
数
百
年
比
測
っ
て
濫
熔
が
あ
り
、
銭
態
の
二
字
は
枇
舎
の
印
象
深
く
し
て
、
そ
り
信
用
の
岡
き
を
停
へ
る
ぽ
前
掲

し
た
。
併
し
乍
ら
銭
躍
が
興
隆
し
究
る
は
前
額
白
如
く
南
京
僚
約
に
よ
る
上
海
開
港
の
頃
よ
り
で
あ
る
が
、
己
の
頃
は
支
那
側
新
式

銀
行
制
度
が
導
入
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
銀
行
と
鑓
怒
と
は
そ
の
由
来
を
相
同
時
し
、
叉
名
稽
を
恒
劃
す
る
も
、
そ
の
一
業
務
は
相
同
ヒ

う
す
る
也
と
る
が
多
〈
、
均
し
〈
金
融
場
祖
に
並
存
す
る
。
爾
者
は
針
蹴
的
抵
存
在
で
あ
り
、
銭
班
は
銀
行
に
淘
汰
さ
る
べ
き
か
に

見

え

て

、

事

貨

は

雨

者

共

に

時

代

白

背

景

に

沿

い

て

併

立

的

進

展

を

さ

へ

示

し

た

も

の

で

あ

る

。

¥

銭
艇
は
既
に
新
式
銀
行
。
経
替
が
移
植
さ
れ
た
る
以
前
に
お
い
て
支
郊
に
費
‘
生
、
成
育
し
た
岡
有
の
金
融
業
で
あ
る
こ
と
は
何
人

も
否
定
し
た
い
。
併
し
乍
ら
と
れ
が
推
移
正
見
れ
ば
、
新
式
銀
行
の
企
業
形
態
が
導
入
さ
れ
し
頃
よ
り
一
隠
銭
悲
の
地
盤
は
代
替
宇

る
も
の
で
は
註
か
っ
た
か
と
見
℃
も
、
事
貨
は
寧
る
鏡
怒
と
銀
行
と
は
並
行
的
忙
繁
楽
に
向
っ
た
。
銭
廷
の
前
身
は
本
来
賀
耕
費
本

銭
難
業
白
機
構

第
五
十
回
巻

五
7L 
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掠
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喧

F
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↑
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再
開
叫
山
田
冊

跡
期
町
山
繭

八
九
融
金

第
第
壷
'

巻
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構
表

ニ
一
一
上
圃
耳

A
M
J
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究
究
・
'
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暁
軒
由
市

済
構
脊
悔

縮
担
徐
上
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大

σ

作
由
来
す
る
も
の
多
ぐ
、
銀
行
の
資
本
も
亦
買
耕
資
本
に
閥
聯
潔
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
品
目
明
関
係
の
稜
展
段
銀
行
業
を
も
、
銭

W

荘
を
も
殻
建
せ
し
め
る
所
以
白
も
D
が
あ
り
、
一
穫
の
常
則
の
如
き
も
白
と
た
っ
た
の
で
あ
る
。

銭

拡

も

重

宝

で

あ

る

。

Z
組
織
上
。
霊
長
〈
以
外
は
銀
行
と
契
る
と

z
t
i
t
z岳
山

内
自
由
路
は
、
田
確
に
い
へ
昌
一
献
と
し
て
、
モ
れ
は
金
融
機
関
一
般
D
回
路
に
か
h

る
と
い
ム
。
既
に
有
限
責
任
の
株
式
合
祉
組
一
向

織
吸
占
る
銭
惑
に
つ
い
て
白
提
案
も
あ
る
が
、
か
h

る
銭
症
は
性
格
土
銀
行
と
同
一
の
も
の
ー
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
巣

L
で
か
〈
の
i

開

如
し
と
す
れ
ば
、
更
に
一
歩
を
進
め
て
銭
症
と
し
て
の
存
在
の
意
義
を
減
却
す
る
と
と
に
社
み
0

1

日

然
る
陀
爾
後
の
経
過
に
長
い
て
は
民
圏
一
一
十
年
代
自
金
融
恐
慌
JU
時
期
に
邸
し
て
銭
挺
業
に
は
犬
あ
取
輔
型
車
が
起
っ
て
来
た
o

銭

仔

妊
業
の
掛
業
範
闘
が
潮
吹
新
式
銀
行
白
組
織
に
近
接
し
て
行
け
ば
銭
斑
業
と
し
て
濁
立
の
存
在
は
弱
化
す
る
は
営
然
汚
あ
る
。
事
賞
、
t

巾岬山
ぷ

設
立
の
手
蛸
積
明
卜
上
牛
、
事
噌
業
引
の
経
晶
替
宵
上
、
銭
賂
を
開
設
す
る
よ
hb砂
も
銀
行
の
開
始
が
漸
抽
増
哨
の
過
程
K
あ
り
、
銭
症
は
相
針
的
に
モ
の
存
在
山
河岬

を
漸
減

L
て

来

た

跡

が

見

受

け

ら

れ

る

。

、

v

d

田
明

(

5

6

 

然
ら
ば
最
近
民
話
け
る
鋳
湛
業
の
一
本
格
的
意
義
を
何
庖
に
求
め
る
か
J

事
鑓
費
生
以
来
の
新
粧
匝
劃
制
度
比
反
映
せ
化
め
得
る
推
…

I
L叶

移
で
あ
り
、
そ
れ
は
金
剛
逼
迫
へ
の
臆
念
策
と
し
て
展
開
し
て
ゐ
る
も
の
h

中
に
検
討
し
得
一
る
も
り
が
あ
る
。
卸
ち
自
衛
的
性
格
に
鼠
P
M
部

i

E

、P
時

語
い
て
現
れ
た
一
聯
の
推
移
調
穏
と
れ
で
あ
お
。
事
費
後
の
推
移
忙
h
N
h
て
は
中
小
規
模
の
銭
班
も
事
る
繁
品
荒
し
た
る
を
語
り
得
る
・
構

4

。
結
畑
時
間

の
賞
朕
に
砂
る
が
、

E
L叫
は
雨
雪
地
を
建
前
と
し
た
る
に
沿
い
て
白
荷
量
で
あ
り
、
支
那
側
自
慢
に
長
い
て
時
形
的
趨
勢
と
僻
し
て
山
駅
伽

ゐ
る
性
格
白
も
の
で
あ
る
。
然
も
鋳
斑
は
租
界
を
前
提
と
し
、
と
L
を
根
擦
と
し
て
そ
の
一
拍
脚
置
を
確
保
し
得
た
角
度
も
見
る
を
得
引
骨
幸
和

る
。
更
に
事
境
は
進
展
し
て
支
那
に
ゐ
け
る
新
興
建
設
勢
力
へ
反
抗
の
牙
城
と
し
て
長
や
そ
の
敵
性
を
保
有
し
た
租
界
は
慨
に
そ
の
四
一
脚
批
4
4
5

一

問
中
、
郎

存
在
の
意
義
を
喪
失
し
た
o

新
式
銀
行
忙
し
で
も
単
一
な
る
商
業
費
本
と
し
て
、
換
言
せ
ぽ
買
掛
主
義
に
お
い
て
の
殻
展
は
そ
の
根
擦
白
・
究
太

ー
一
之
冊
昌
、

を
全
両
的
存
喪
失
し
て
行

f
わ
け
で
あ
る
。
必
然
銭
症
は
今
や
根
本
的
た
刷
新
過
程
K
あ

る

わ

け

で

あ

る

。

朗

幹

梼

島

日
何
極
小

支
郊
の
金
融
機
構
忙
は
本
格
的
注
調
聴
が
行
は
れ
て
来
る
で
あ
ら
う
。
既
に
そ
白
平
き
現
れ
は
蒙
彊
政
府
民
沿
い
て
見
ら
れ
た
も

白
が
あ
る
。
蒙
嵐
地
域
k
h
付
る
蒙
古
聯
盟
貸
業
銀
行
、
察
南
貸
業
銀
行
、
菅
北
寅
業
銀
行
は
先
に
同
地
域
四
十
四
の
銭
駐
業
者
大

鋳
荏
業
の
機
構

第
五
千
四
日
替

九
ハ、

第

続

2) 

3) 



‘ 
舎
に
費
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
銭
庭
師
枠
組
百
形
態
主
新
規
組
織
忙
一
元
的
に
褒
展
的
解
消
を
た
し
た
も

qh第
「
吠
的
現
れ
で
あ
ち

大
東
亜
戦
争
の
宣
戦
布
告
さ
れ
る
や
、
北
支
華
北
政
務
委
員
曾
白
領
域
に
骨
い
て
も
直
接
的
た
影
響
が
生
起
じ
た
。
帥
ち
租
界

金
融
機
関
と
し
て
銭
燕
は
中
関
聯
合
準
備
銀
行
在
中
植
と
す
る
北
支
の
新
金
融
機
構
に
隠
然
敵
性
主
持
績
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

北
支
金
融
界
の
癌
と
稿
さ
れ
か
天
津
蕎
英
租
界
に
お
け
る
残
績
勢
力
は
梯
拭
さ
れ
た
わ
り
で
あ
る
。
か
く
て
嘗
法
幣
取
扱
者
は
壊
滅
・

し
、
睡
申
相
場
は
た
h
h

守
、
一
切
の
金
融
機
関
は
就
中
銀
続
、
銭
庇
も
聯
銀
工
作
に
協
力
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
己
と
に
な
っ
た
。
葎
踊

十
一
日
手
華
北
政
務
委
員
舎
は
金
融
機
関
取
締
規
則
を
公
布
、
寅
施
し
た
も
白
が
あ
る
。
と
れ
に
よ
れ
ば
銀
行
、
銀
続
、
鑓
姫
等
一

切
の
金
融
機
関
は
許
可
制
と
た
り
、
且
梯
込
済
資
木
金
五
十
寓
一
疋
以
上
白
株
式
合
祉
に
非
ざ
れ
ば
新
規
開
業
を
許
可
し
た
い
と
と
に

な
っ
た
。
己
の
法
規
の
趣
旨
上
り
翻
る
時
は
、
嘗
て
は
銭
准
訟
を
別
途
に
要
請
L
た
る
銭
斑
業
の
領
峨
・

3
一
一
帯
に
金
融
業
取
締
の
下

に
一
一
古
川
的
に
取
一
一
締
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ぽ
銭
娃
そ
白
も
の

L

経
営
形
態
が
銀
行

ι近
接
し
、
特
異
性
を
喪
失
し
つ
あ
る
趨
勢

を
、
右
の
法
規
、
に
照
合
す
る
時
、
4

銭
斑
と
し
て
果
じ
て
獅
立
、
別
個
の
存
在
た
り
得
る
か
に
つ
い
て
の
軍
要
契
機
を

ζ

見
受
け
る
吋

鏡
症
は
既
に
早

4
枇
曾
護
建
の
要
請
に
仲
ひ
自
然
殺
生
的
に
生
育
し
た
と

L
て
も
、
隆
昌
の
時
期
を
翻
せ
ば
道
光
年
間
k
海
開
港

以
降
で
あ
っ
た
。
然
も
新
式
銀
行
と
四
並
望
的
繁
柴
の
時
期
を
把
持
し
た
る
は
、
崎
形
的
経
過
に
た
e

け
る
い
は
ピ
銀
銭
業
の
自
己
保

全
自
矯
の
地
盤
構
築
で
あ
り
、
限
局
さ
れ
た
範
囲
で
強
靭
化
を
保
持
せ
ん
と
し
た
潟
で
あ
ち
た
。
夫
規
模
錫
班
が
ヱ
商
金
融
に
寄
興

し
た
領
域
は
新
興
金
融
に
代
普
さ
れ
易
い
分
野
で
あ
っ
た
。
中
小
規
模
銭
殖
が
晶
画
業
の
主
健
と
せ
し
雨
替
業
務
も
、
廃
雨
改
一
冗
寅
施

後
は
モ
の
針
品
棋
を
減
殺
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
現
時
の
大
銭
荘
、
障
劃
躍
は
自
衛
的
性
格
に
沿
い
て
隠
劃
制
度
の
運
替
に
そ
@
役
割

を
保
持
し
、
雨
替
業
務
。
中
小
銭
駐
は
事
務
下
媛
締
期
の
泡
沫
的
現
拍
車
と
し
て
業
務
の
暫
定
的
盛
太
が
停
ム
る
に
と
ピ
ま
る
ο

木
稿

は
簡
略
に
過
ぎ
た
が
銭
舵
業
に
つ
い
て
そ
の
機
構
白
持
つ
意
義
を
支
那
側
の
調
査
に
印
し
て
序
説
的
に
解
明
し
た
4

程
度
で
一
先
づ
括

り
を
つ
け
て
告
〈
。

銭
襲
業
白
機
構

第
五
十
四
巻

第
三
説

ゴ也
プL
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